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:は じ め に

水田転換畑の面積が拡大する中で,転換作物の一つとし

て枝豆用大豆の作付けが増加し,1986年には14,000陸作付

けされ,■1,0001の生産量が報告 されている4)。

東北でも1986年には3,220",27,000t余 が生産されて

いる。枝豆の適期とされる子実肥大期のさや (枝豆 )と 茎

葉の比率はおよそ 1:4であることから,我が国の茎葉部

生産量は約50万 t見込まれる。

こうした中で著者 らは,こ れらの未利用資源を有効に利

用する目的で,生食用大豆 (枝豆 )の茎葉部残漕 (以下 ,

枝豆がらと呼ぶ )をサイレージ化し,その発酵品質と飼料

価値を明らかにした。

2試 験 方 法

9月 16日 に収穫した大豆 (品種茶豆 )の茎葉部を ミニロ

ールペーラで梱包し,3個ずつを一処理区としてパッグサ

イロに密封貯蔵 した。試験処理は①対照区,②アンモニア

ガス1%区 ,③尿素 1%区とした。約 6か月後に開封 し,

pH プロピオン酸

各種成分含量を調査した。消化試験は去勢めん羊 4頭によ

る全糞採取法で行った。給与は前記の各処理を混合して一

種類の飼料として給与した。

3 試験結果及び考察

“

)ロ ールベールサイレージの密度 ,発酵品質並びに好

的変敗

ロールベールサイレージの形状を表 1に示した。ロール

ベール梱包 1個 は重さ253″ ,密度 132,5″ /″であった。

開封後の外観は無添加区の一部にカピの発生がみられたが ,

アンモニア区,尿素区には全くみられず,防カビ効果が認

められた。

サイレージの発酵品質を表 2に示した。対照区のpHが

53であるのに対 して,ア ンモニア及び尿素区は8.7～

88に上昇 した。有機酸組成のうち,乳酸はアンモニア及

表 : 枝豆がらローツパ ーノけ イレージの密度
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び尿素添加によって1/3～ 1/4に減少 した。VFA組成では尿

素区の酢酸,プロピオン酸,酪酸が減少傾向を示した。対

照区の発酵品質をまめ科牧草であるアルファルファサイレー

ジと比較すると1),乳酸が少なく,総酸も2/3程度の含量で

あった。pH及びVBN/TN比率 (全窒素に対す る揮発

性塩基態窒素の比率 )はほぼ同水準の値であった。好気的

変敗の温度変化を図 1に示した。アンモニア及び尿素添加と

好気的変敗の関係をみると,こ れらの添加物を使用すること

によって発熱を遅延できることが認められた。アンモニア

及び尿素添加による変敗防止効果は牧草0, トウモロコン

2,3),ゎ ら類 5)で も実験が行われ,現物に対して, 1-2
%添加することで効果を認めている。

12)飼料成分組成

飼料成分組成を表 3に示した。これをマメ科牧草のアル

ファルファl〉 と比較して述べる。無処理区サイレージは水

度
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表 2 枝豆がらサイレージの発酵品質

経 過 日 教 (口 )

図 : 枝豆がらの好気的変敗温度の推移
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分含量が70%前後であった。また,粗蛋自質含量は15'%
であり,ほぼ同等の値であった。一方 ,OCWは 71%で

,

アルファルファの61%よ り多かった。また,繊維成分のう

ち,OCWに 占める低消化繊維 (ob)含量の割合は85%で

あり,アルファルファの83%と 近似していた。

アンモニア処理区は,粗蛋自質及びOCC含量が増加傾

向を示したが,こ のような増加は牧草6)ゃ稲わら5)でも確

認されている。OCCの増加は繊維成分の一部が分解 した

結果 ,相対的に増加 したものと考えられる。一方,尿素添

加区は増加した粗蛋自質を除く他の成分は無処理区とさは

ど差がみられなかった。

表 3 枝豆が らの飼料成分組成

処 理

無  添  加

アンモニア 1%

尿   素 1%

消 化 率 測 定
用 豆 が ら

表 4 枝豆が らの消化率及び栄養価値

4要    約

転換畑で作付が増加 している生食用大豆の茎葉部をサイ

レージに調製し,発酵品質値と飼料価値を明ら力ヽ こした。

発酵品質は総酸含量が11～ 19%であり,アルファルファ

サイレージより相対的に少なかった。また変敗防止を目的

にアンモニアガス 1%及び尿素 1%を添加して貯蔵し,そ

の効果を検討した結果,両者とも発熱抑制効果が認められ

た。サイレージの栄養価は
′
「 DN含量が541%,DE含 量

2 34Kcalた DMであり,ア ルファルファ開花期メ」り。と

同等の値であった。
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TDN含量が541%であった。これらの値をアルファルファ

サイレージ 1)と 比べると, 1番草開花期メ1り のものと同程

度であるものと推察された。またTDN含量について他の

日1産物と比較すると,稲わらの35～40%よ り,は るかに高

く,ア ンモニアガス 2%処理の稲わらと同程度 5)でぁった。

このことから,枝豆がらサイレージは,冨 1産物としては良
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注 *:kca1/gDM

乾 物 有機物 蛋醤質
粗脂肪 ADF OCW Oa Ob セル

ス 。cc

54 6   56 6   65 4   55 0   45 7   40 7   59 4   41 1   58 5   97 6

fl * : kcal,rg.DM
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